
　

総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
、

６
人
の
委
員
全
員
で
11
月
6
日

か
ら
８
日
ま
で
鹿
児
島
県
鹿
屋

市
と
宮
崎
県
延
岡
市
の
２
市
の

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
鹿
屋
市
の
視
察
は
「
鹿
屋
ブ

ラ
ン
ド
創
出
プ
ラ
ン
」
で
し
た
。

鹿
屋
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
平
成

20
年
に
策
定
し
た
総
合
計
画
の

重
点
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
地
域
の
資

源
や
特
性
を
集
約
し
て
「
地
域

ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
創
出
し
、

鹿
屋
市
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
延
岡
市
で
は
各
自
治

体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、

電
算
シ
ス
テ
ム
を
共
同
運
用
す

る
と
い
う
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
を

視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
対
象
業

務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
住
民
情

報
シ
ス
テ
ム
か
ら
税
業
務
、
福

祉
業
務
、
文
書
業
務
、
国
民
健

康
保
険
業
務
等
で
利
用
で
き
、

運
用
上
の
メ
リ
ッ
ト
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
確
保
で
財
政
上
の
メ
リ

ッ
ト
も
多
大
な
も
の
で
し
た
。

　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
で
は
、

10
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３

日
間
で
、
岡
山
県
玉
野
市
、
広

島
県
廿
日
市
市
へ
行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

玉
野
市
で
は
、
財
政
・
少
子

高
齢
・
人
口
減
少
問
題
等
の
社

会
情
勢
か
ら
下
水
道
事
業
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
で
し
た
が
、

21
年
〜
25
年
度
ま
で
の
中
期
経

営
計
画
を
策
定
し
、
経
営
基
盤

の
強
化
を
し
て
い
ま
す
。
下
水

道
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
で
は

コ
ス
ト
削
減
を
し
、
効
率
的
な

改
修
を
行
い
、
計
画
的
な
汚
水

処
理
施
設
の
維
持
管
理
の
実
施

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

廿は
つ

日か

市い
ち

市し

の
定
住
促
進
住
宅

は
、
ほ
と
ん
ど
家
賃
滞
納
が
な

く
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
最
小
経
費
で
最
大
効
果
を
狙

い
業
務
内
容
に
も
十
分
注
意
を

払
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
市
の
調
査
に
あ
た
り
、
と

も
に
瀬
戸
内
に
面
す
る
市
で
あ

り
ま
し
た
が
、
下
水
の
管
理
は

素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

運
行
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
の
利
用
拡
大
で
は
、

系
統
、
バ
ス
停
、
料
金
、
停
留

所
の
位
置
を
載
せ
た
地
図
の
全

戸
配
布
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

釧
路
市
で
は
、
市
民
活
動
の

交
流
の
場
と
し
て
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
「
わ
っ
と
」
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
運
営
し
て
い
ま
す
。
地
域
づ

く
り
活
動
が
幅
広
い
分
野
で
活

発
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
市

民
活
動
へ
の
参
加
意
識
の
高
揚
、

活
動
団
体
相
互
の
協
力
体
制
の

確
立
な
ど
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、

10
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
、
北

海
道
網
走
市
の
地
域
公
共
交
通

活
性
化
と
釧
路
市
の
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

網
走
市
で
は
、
公
共
交
通
の

利
便
性
と
市
民
要
望
の
対
応
と

し
て
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

を
設
置
し
、
公
共
交
通
不
便
地

域
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

及
び
空
白
地
域
へ
の
デ
マ
ン
ド

型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
実
証

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
平

成
24
年
10
月
22
日
か
ら
24
日
に

か
け
て
、
⑴
議
会
運
営
・
議
会

改
革
に
つ
い
て
⑵
本
会
議
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配
信
に
つ

い
て
⑶
議
会
基
本
条
例
に
つ
い

て
⑷
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
、

徳
島
県
小
松
島
市
議
会
と
京
都

府
亀
岡
市
議
会
を
行
政
視
察
し

ま
し
た
。

　

小
松
島
市
で
は
、
本
会
議
・

常
任
委
員
会
の
動
画
配
信
の
状

況
、
委
員
会
を
設
置
し
議
会
基

本
条
例
を
制
定
し
た
等
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

亀
岡
市
で
は
、
本
会
議
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
は
じ
め

と
し
て
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
て
改
革
を
進
め
て
い
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
に
は
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
て
、
一
般
質
問
の

活
性
化
、
政
務
調
査
費
の
全
面

公
開
、
条
例
趣
旨
に
基
づ
く
議

会
報
告
会
の
開
催
、
議
会
だ
よ

り
の
充
実
等
を
図
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

議
会
報
編
集
委
員
会
は
11
月

14
日
か
ら
15
日
の
日
程
で
、
静

岡
県
島
田
市
に
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

島
田
市
の
議
会
だ
よ
り
編
集

等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
７

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

発
行
は
年
５
回
で
各
定
例
会
後

と
改
選
時
に
臨
時
号
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
発
行
部
数
は
３
万

３
５
０
０
部
で
全
世
帯
に
配
布

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
ペ
ー
ジ

数
は
臨
時
号
を
除
い
て
、
毎
回

20
ペ
ー
ジ
前
後
の
内
容
の
濃
い

構
成
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
徴
と
し
て
、
一
般
質
問
の

原
稿
は
発
言
議
員
本
人
が
す
べ

て
執
筆
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

一
般
質
問
が
市
民
の
皆
さ
ん
に

一
番
関
心
が
あ
る
と
考
え
て
、

読
み
た
い
議
員
の
記
事
が
す
ぐ

に
分
か
る
よ
う
に
目
次
を
設
け
、

最
初
に
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
構
成

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

島
田
市
の
議
会
だ
よ
り
は
議

員
自
ら
執
筆
、
編
集
す
る
こ
と

で
議
会
と
し
て
の
情
報
発
信
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。
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